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犬塚研究室 知能系属性付き打刻データを用いた

友人関係の推定 No. 17115162 山本 修平

1 はじめに
本学は,教育支援の一つとして平成１９年度に出欠

管理システムを導入し,下村 [1]らは打刻データから
友人関係が推測出来ることを示した.
このように定量的なデータからネットワークの構

造を分析することがより正確に行われるようになれ

ば,社会ネットワーク分析の分野に貢献できると言え
る. 本研究では下村らが打刻データを単一のものと捉
え,友人関係の推定を行ったのに対し学生が行ったそ
れぞれの打刻データに,講義の主席時や退席時に行っ
た打刻である,というような付属情報を加えることで
友人関係推定の整合性を高めることができるかを検証

する.

2 打刻差時間と友人関係の特徴
学生ペアが同じ日に同一の ICリーダに打刻した時

の時間差 tを算出した.学生に友人関係を尋ねたアン
ケートを用い,友人ペアと非友人ペアに分けた.これ
により各打刻時間差 t毎の友人ペアの割合を算出し図
1に示す.打刻時間差が近い学生ペアほど友人関係に
ある割合が多いことが分かる.

図 1: 各打刻時間差毎の友人ペアの割合

3 属性付きデータを用いた友人推定の手法
本研究では打刻時間差 tに対し属性を付与し,友人

関係を推測する.ここで付与する属性とは行われた打
刻が講義の出席時に行われたものなのか,退席時に行
われたものなのかといった打刻データに関する付属情

報である.ある学生ペアが友人であるという事象を f
とし,そのペアの属性付き打刻差のデータ列 Ta に対

する事後確率はベイズの定理を用いて以下となる.

p(f |Ta) =
p(f)・p(Ta|f)

p(Ta)
= p(f)

∏
ta∈T

p(ta|f)
p(ta)

(1)

属性付き打刻時間差毎の友人ペアの割合 rta や各種

パラメータを用いて式 (1)を変形すると次式を得る.

p(f |Ta) = p(f)(na−1)
∏

ta∈Ta

ma・rta

maf
(2)

ここでmaは各属性付き打刻データにおけるすべて

の学生ペアの平均打刻回数で, maf は各属性付き打

刻データにおける友人ペアのみの平均打刻回数であ

る.この式 (2)にロジット関数を使用して属性付き打
刻データを用いた友人スコアを算出する.

4 属性付きデータの適用
下村らの研究では友人スコア算出において,学生間

の打刻時間差に注目した.しかし友人関係を推定する
上で打刻データを単一のものと捉えるのではなく,そ
れぞれのデータに意味があるものと考え,分析を行う.
図２は打刻データ回数を講義の出・退席と時間割別に

示したものである.各属性毎に打刻回数に違いがみら
れ,この違いが友人スコア算出に影響を及ぼすと推測
する. 下の表は属性付きデータと属性なしのデータを
用いた友人スコア算出結果である.結果に二つの間で
の大きな変化は見られなかった.

図 2: 属性別打刻回数

出・退席属性 適合率 再現率

なし 73.4% 　 65.2%
出席 64.4% 　 62.9%
退席 65.5% 　 65.0%

出・退席 55.9% 　 65.9%

5 まとめ
打刻データに新たな情報を加えることに注目し,こ

れを友人関係の推定の算出式に組み込んだ.しかし,新
たな情報を用いて行う友人推定では友人スコアの精度

の大幅な変化は見られなかった.他の観点から打刻情
報に手を加える,もしくは別の新たな情報を組み込む
ことで友人推定の精度向上を検討したい.
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